
Ｎｏ． 佐 井 村 村 民 憲 章

１．学ぶ意欲をもち、知性 と良識の

あふれる村をつくります。
１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくります。

１．勤労を喜び、力を合 わせて

豊かな村をつくります。
１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。
１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくり ます。

編集と発行／〒０３９ぺ／青森県下北郡佐丼村大字佐丼字糠菻加 佐丼村役場企画財政課 容Ｏ橘（３８）２帽

「森林体験館」が全面オープン
大佐井川目のフォーレスト

パーフ内で工事か進められて

いました「森川 本験館」爪

平成４年∠↓月１日口全面オー

プンしました。

匸の施設け、総ビバ造って、

森林の生態と林業の果たす役

言 二ついて「見る・触れる・

楽し心」をテーマとし訖展示

室や本⊃ 本験など、子どもか

已）お年寄りまで楽しめます。

また、フォーレ スト パーフ

内匸は、テニスコート ヤブー

トボづ し場七利用できます。

申し込み・問い合せは、下記

まで。

・森林体験館 昔３８一匹匹

・炭焼ハウス ａ３８－２悃９

１ 利用時問

午前９時か弓千後∠↓時

Ｉイ本 館 日 毎週月曜日

Ｉ 料 金

入場は無料七 万 言 本工体

験は材料費のみ実費）

２～Ξ 新年度予算決まる

４ ～ 石 高齢者生活福祉

センター建設計画

已～フ 亦ら の話題

Ｂ～９ カメラルポ

「雎 談 鍠」

扣～竹 あしら せ

国保のしおり

螳～化 出 稼ぎ現他の

みなさん

帽～ 謁 教育だより

悃～ワ イ呆健婦だより

悃～帽 交母だより

２０～２１ 税務だより

年金だより

２２ 戸籍の窓口



平成４年度予算 前年度比７．８％増

２７

億

２
．
３９０
万

２
千円（一般会計）

「
１７１
然
の
恵
み
を
生
か
し
、

健
康
で
明
る
い
豊
か
な
村
づ
く
夕

を
目
指
し
て

三
月
九
日
開
会
し
方
三
月
定
例
議
会
で
、
平
成
四
年
度
予
算
が

可
決
し
ま
し
た
。

本
年
度
予
算
霸
成
①
基
本
方
針
は
、
第
二
次
佐
井
村
振
興
計
画

の
基
本
構
想
の
も
と
、
村
民
の
た
め
①
村
民
の
政
治
を
根
幹
匸
、

社
会
福
祉
①
充
実
し
た
文
化
の
香
旦

咼
い
地
域
社
会
の
実
現
を
目

指
可
「
自
然
の
恵
み
を
生
力
し
、
健
康
で
明
る
い
豊
か
な
村
づ
く

り
」
の
目
標
達
成
匚
白
け
て
』

体

的
施
策
を
講
じ
た
も
の
で
す
。

本
年
白
⑩
齟
愈
事
業

■

生

活

環

境

の

整

備

と

地

域

の

安

全

対

策

道
路
整
備

消
防
分
署
前
入
口
取
付
道
路
改
良
工
事

○

県
道
整
備
負
担
金

消
防
施
設
整
備

つ

防
火
水
槽
新
設
工
事

空
地
用

一
基

道
路
用

一
基

災
害
防
止
事
業

急
傾
斜
地
対
策
事
業
負
担
金

■

保

健

医

療

と

福

祉

の

充

実

健
康
医
療
対
策

健
康
教
育
及
び
相
談
事
業

健
康
づ
く
り
推
進
事
業

食
生
活
改
善
及
び
運
動
普
及
推
進
事
業

成
人
病
予
防
対
策
事
業

（
各
種
検
診
、
健
康
診
査
）



・村民１人あたりの予算額７３５，１９６円

総 務 費

－

民 生 費 衛 生 費

へ

農 林 水

産 業 費

商 工 費 消 防 費 教 育 費 公 債 費 諸支出金

予 備 費

１０６，０９３円 １４９，８５３円 ５５，７２３円 １０６，５１４円 ４６，９１９円 ３７，２７３円 ６０，４４６円 １１６，５１４円 ５６，３５４円

社
会
福
祉
対
策

各
種
団
体
等
活
動
補
助
金

重
度
障
害
者
、
母
子
家
庭
等
児
童
医
療
費
扶
助

老
人
福
祉
対
策

応
）
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
補
助
金

老
人
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

児
童
福
祉
対
策

青
少
年
健
全
育
成
推
進
事
業

一

産

業

振

興

対

策

漁
港
整
備

長
後
漁
港
改
修

西
防
波
堤

二
〇
ｍ

護
岸

四
〇
ｍ

原
田
漁
港
局
部
改
良

船
揚
場

七
〇
ｍ

防
波
堤

三
五
ｍ

護
岸

一
一
ｍ

福
浦
漁
港
局
部
改
良

西
防
波
堤

二
七
ｍ

へ

東
防
波
堤

三
六
ｍ

漁
港
負
担
金
（
牛
滝
漁
港
、
磯
谷
漁
港
修
築
、

矢
越
漁
港
局
部
改
言

水
産
業
振
興
対
策

並
型
魚
礁
設
置
事
業

地
先
型
増
殖
場
造
成
事
業
費
負
担
金

ア
ワ
ビ
中
間
育
成
事
業
費
補
助
金

農
業
振
興
対
策

水
田
農
業
確
立
対
策
事
業

い
き
い
き
む
ら
づ
く
り
特
別
対
策
事
業

林
業
振
興
対
策

公
有
林
保
育
事
業

げ

森
林
総
合
整
備
事
業

柚

間
伐
促
進
強
化
対
策
事
業

観
光
、
地
場
産
酊

園
地
整
備
事
業

活
性
化
対
策

企
業
誘
致
対
策
事
業

観
光
宣
伝
事
業

麪

教

育

・

文

化

の

振

興

対

策

教
育
施
設
整
備

佐
井
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
整
備
事
業

教
職
員
住
宅
新
築
事
業
（
磯
谷
小

一
棟
）

敦
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
設
置
事
業

社
会
教
育
事
業

国
際
交
流
海
外
派
遣
事
業

地
区
総
合
学
級
開
設
事
業

保
健
体
育
事
業

体
育
協
会
活
動
費
補
助
金

特別会計予算
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

三
億
七
九
〇
万
円

医
療
費
の
支
払
い
や
、
み
な
さ
ん
の
健
康
管
理
の
た
め

の
必
要
経
費
を
扱
う
会
計
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

二
億

六
、
〇
＝
二

万

円

清
潔
な
飲
料
水
を
供
給
す
る
た
め
、
水
道
施
設
の
建
設

や
維
持
管
理
を
扱
う
会
計
。

老
人
保
健
特
別
会
計

二
億
二

、
九
六
二
万
円

壮
年
期
か
ら
疾
病
予
防
、
健
康
づ
く
り
を
は
じ
め
、
老

人
医
療
費
を
扱
う
会
計
。

む
ら
お
こ
し
事
業
特
別
会
計一

、
三
四

六
万
円

村
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
産
品
を
開
発
し
商
品
化
に

努
め
る
た
め
の
会
計
。



高

齢

者

生

活

福

祉

セ

ン

タ

ー

建

設

計

画

来
る
へ

き
高
齢
化
社
言
口
備
え
、
国
で
は
国
民
万
万
八
了
七
健
康
で
生
き
が
い
を
七
号

安
心
し
て

号

づ
セ
ご
長
寿
福
祉
社
会
の
建
設
を
目
的
口
「
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
十
か
年
戦
略
」
（
ゴ
ー
ル
ド
フ

言
）

を
策
定
し
、
在
宅
福
祉
、
施
設
福
祉
等
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

佐
井
村
に
お
い
て
は
、
そ
①
一
環
と
し
て
、
高
齢
者
口
対
し
て
介
護
支
援
機
能
、
居
住
機
能
及
ご
父

流
機
能
を
総
合
的
ご
提
供
す
る
ご
と
に
よ
宍

高
齢
者
が
安
⑤
し
て
健
康
で
明
る
い
生
活
を
送
れ
る
よ

う
支
援
し
、
佐
井
村
玉

局
齢
者
の
福
祉
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
口
上
局
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

整
備
し
ま
す
。
建
設
は
、
平
成
四
年
七
月
首
工
、
平
成
五
年
四
目
か
ら
運
営
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

事
業
①
概
賈
は
、
竄
四
七
畜
り
で
す
。

圃
デ
ィ

サ

ー

ビ

ス

部

門

①
基
本
事
業

イ
、
生
活
指
導

老
人
、
身
障
者
に
つ
い
て

様
々
な
相
談
及
び
精
神
的

自
立
の
た
め
ケ
ー
ス
ワ
ー

ク
サ
ー
ビ
ス

ロ
、
日
常
動
作
訓
練

整
形
外
科
医
に
よ
る
診
断

と
理
学
療
法
士

の
指
導
に

よ
り
、
保
健
婦
が
中
心
と

な
っ
て
動
作
訓
練

（

、
養

護

趣
味
活
動
、
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン

ニ
、
健
康
チ
ェ
ヨ
ク

血
圧
測
定
、
脈
拍
、
検
温
、

肺
活
量
、
身
体
測
定

ホ
、
送

迎

利
用
者
の
自
宅
で
看
護
婦

が
健
康
チ
エ
。
ク
を
行
い
、

リ
フ
ト
バ
ス
で
セ
ン
タ
ー

ヘ
送
迎

へ
、
家
族
介
護
者
教
育

②
通
所
事
業

イ
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス

（
機
械
入
浴
と
一
般
入
浴
）

口
、
給
食
サ
ー
ビ
ス

老
人
む
け
に
栄
養
の
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事

※
対
象
者

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
部
門
は
、
お

お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
方
で

あ
っ
て
、
身
体
が
虚
弱
の
た
め

日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が

あ
る
方
及
び
身
体
障
害
者
。

罘

－
（
Ｉヘ
ル
パ
ー
温

圜

地
域
の
老
人
世
帯
や
老
人
一

人
暮
ら
し
世
帯
、
ま
た
派
遣
依

頼
の
あ
る
一
般
家
庭
や
居
住
部

門
の
部
屋
を
訪
問
し
、
介
護
等

の
世
話
を
行
う
。

圃
居

住

部

門

家
庭
環
境
、
住
宅
事
情
等
の

理
由
に
よ
り
居
宅
に
お
い
て
生

活
す
る
こ
と
が
困
難
な
老
人
に

対
し
、
部
屋
を
提
供
し
明
る
い

生
活
を
過
ご
し
て
も
ら
う
。

圃
多

世

代

交

流

部

門

剛
高
齢
者
の
地
域
へ
の
貢
献
を

急

速

に

進

む

人

口

の

高

齢

化

平
成
二
年
に
行
わ
れ
た
「
国
勢
調
査
」
に
お
い
て
、
私
た
ち

の
暮
ら
す
佐
井
村
で
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
人
が
、
全
人
口
の

二
〇
八
－

セ
ン
ト
を
占
め
、
五
人
に
一
人
が
六
十
五
歳
以
上
の

高
齢
者
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち

の
村
は
、
人
口
の
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

高齢者が安心して

健康で明るい

生活を送るために



促
す
と
と
も
に
、
高
齢
者
と

若
年
世
代
と
の
交
流
を
強
め
、

世
代
間
の
連
携
と
活
力
に
満

ち
た
地
域
社
会

の
形
成
を
図

白
高
齢
者
が
自
由
時
間
を
有
効

に
活
用
し
、
孤
独
や
無
為
に

陥
る
こ
と
な
く
、
充
実
し
た

生
活
を
営
む
場
と
し
て
活
用

す
る
。

※
対
象
者
…
…
…
…
不
特
定

■
診

療

所

の

検

診

者

も

利
用
畜

一
。一っ
ウ
ｙｙ
ジ
と

健

康

管
理

室

を

設
け

る

Λ
施
設
の
規
模
▽

・
所
在
地

佐
井
村
大
字
佐
井
字
大
佐
井

川
目
三
九
－

二

（
貯
木
場
の
一
部
）

・
構

造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
屋
建

・
建
物
面
積

一
、
六
九
六
平
方

メ
ー
ト
ル

う
ち
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
部
門

八
七
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

居
住
部
門
四
二
七
平
方
メ
ー
ト
ル

多
世
代
交
流
部
門

三
九
九
平
方
メ
ー
ト
ル

〔立 面 図〕

▲建設予定地

〔配 置 図〕

〔平 面 図〕



むらの情報を広く掲載いた

します。身近な情報があり

ましたら、企画財政課まで

連絡ください。

佐
井

営
林

署

が

「
佐
井
森
林
経
営
セ
ン
タ
ー
」
に
改
称

＝

三

月

二

日

・

開

所

式

＝

明
治
二
十
三
年
、
佐
井
小
林

区
署
と
し
て
開
庁
し
て
以
来
、

長
い
歴
史
を
も
つ
佐
井
営
林
署

が
、
平
成
四
年
三
月
一
日
を
も

っ
て
大
間
営
林
署
と
統
合
、
新

た
に
佐
井
森
林
経
営
セ
ン
タ
ー

と
し
て
、
初
代
所
長
に
五
十
嵐

和
彦
氏
が
就
任
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

佐
井
森
林
経
営
セ
ン
タ
ー
は
、

旧
佐
井
営
林
署
管
内
国
有
林
の

大
半
を
占
め
る
、
木
材
生
産
林

の
機
能
発
揮
に
関
わ
る
業
務
を

主
体
と
し
て
、
管
理
経
営
が
行

わ
れ
ま
す
。

▼佐井森林経営センター

孑

北
二
郎
亀

下
北
出
身
心
歌
手
ｙ
熱
唱

＝

下

北

半

島

歌

ま

つ

り
＝

▲開所式

二
月
二
十
三
日
、
東
通
村
の

下
北
半
島
温
泉
ホ
テ
ル
平
成
閣

を
会
場
に
、
下
北
出
身
の
歌
手

を
励
ま
そ
う
と
い
う
、
青
森
テ

レ
ビ
主
催
の
下
北
半
島
歌
ま
つ

り
が
開
か
れ
、
昼
丁

夜
の
部
合

わ
せ
て
約
千
人
の
入
場
者
が
熱

唱
に
聴
き
ほ
れ
て
い
ま
し
た
。

▼下北半島歌まつり

第１４回
佐井村小学生卓球大会
第２２回

佐井村卓球選手権大会

３月８日、佐井中学校体育館

を会場に、両大会が開催され、

団体戦、個人戦、ダブルスに熱

戦が繰り広げられました。

結果は次のとおりです。

■

小
学
生

卓
球
大
会

痼

体

啓

優

勝

佐
井
小

学
校

Ａ

準
優

勝

佐
井
小

学
校

Ｂ

第
三
位

原
田
小

学
校

Ａ

々

牛
滝
小

学
校

Ａ

箍

人
慾

三

年

生
以
下

男
子
）

優

勝

宮
田

大
輔
（
原
田

）

準
優
勝

岩
泉

竜
古

佐
井

）

第
三

位

下
斗
米

満
（
原

田
）

”

大
畑

恭
平

平

滝

）

三

年

生
以
下
女

子
）

優

勝

山
口

美
雪
（
佐
井

）

準
優
勝

奥
本

ち
は

る
（
佐
井

）

第
三
位

田
中

育
美
（
原
田

）

”

坂
井

千
雪

牟

滝

）

（
四
年

生
男
子

）

倭

勝

竹
内

晋
司
（
牛
滝

）

準
優
勝

中
西

仲
貢

牛
滝

）

第
三
位

渋
谷

裕
次
郎
（
佐
井

）

”

紀
伊

拓
也
（
原
田

）

（
四

年
生
女
子

）

優

勝

竹
内

美
貴
（
佐
井

）

準
優

勝

池
田

貴
子
（
原
田

）

第
三

位

竹
内

由
香
理
（
牛
滝

）

”

船
越

奈
津
子
（
牛
滝

）

豆

年

生
男
子

）

優

勝

竹
本

行
佳
（
佐
井

）

準
優
勝

藤
田

良
平
（
原
田
）

第
三
位

佐
々
木
信
宏
（
佐
井
）

”

中
西

泰
寛

牟

滝
）

五

年
生
女
子
）

優

勝

津
田
真
紀
子
（
佐
井
）

準
優
勝

竹
内
真
紀
子

牟

滝
）

第
三
位

川
村

英
子
（
佐
井
）

ク

伊
勢

裕
子
（
佐
井
）

（
六
年
生
男
子
）

優

勝

竹
内

黄

牛
滝
）

準
優
勝

竹
内

浩
義
軍

滝
）

第
三
位

若
山

一
幸
佐

井
）

ク

佐
藤

貴
史
（
原
田
）

夭

年
生
女
子
）

優

勝

瀬
原
貴
利
子
（
佐
井
）

準
優
勝

竹
本

静
佳
（
佐
井
）

第
三
位

滝
本

美
可

原
田
）

々

竹
内

紘
子

年

滝
）

■
卓
球
選
手
権
大
会

囲

体
感

優

勝

海
峡
ロ
マ
ン

準
優
勝

フ
ァ
ミ
リ
ー

第
三
位

営

林

署

々

花

の

中

年

個

人
慾

二

般
男
子
）

優

勝

開

山

英

伸

準
優
勝

武

内

昭

夫

第
三
位

島

野

慶

司

”

磯

川

満

義

二

般
男
子
三
十
五
歳
以
占

優

勝

山

崎

英

明

準
優
勝

東

出

直

武

第
三
位

竹

内

章

蔵

々

松

谷

幸

一

二

般
女
子
）

優

勝

七

戸

則

子

準
優
勝

若

山

伊
久
子

第
三
位

竹

本

と
も
子

ク

宮

野

寿
美
子

（
硬
式
の
部
）

優

勝

竹

内

一

準
優
勝

坂

本

芳

博

第
三
位

松

谷

め
ぐ
み

”

船

越

直

毅

マ

ブ
ル
こ

二

般
）

優

勝

七
戸

㈱
・
磯
川

四

準
優
勝

磯
川

原

竹
内

作

第
三
位

田
名
部
ツ

田
中

廁

”

坪
井

四
童

沢

聘

（
親

子
）

優

勝

竹
内

原

竹
内

喇

準
優
勝

宮
野

㈲
・
宮
野

嚠

第
三
位

竹
内

甲

竹
内

倒

”

川
村

甲

川
村

倒



出
演
し
た
の
は
、
佐
井
村
出

身
の

。下
北
二
郎
へ

む
つ
市

出
身
の
山
本
誇
己
、
北
見
薫
、

横
浜
町
出
身
の
四
季
夏
子
、
北

山
か
お
り
、
東
通
村
出
身
の
下

北
龍
一
の
六
人
と
、
ゲ
ス
ト
と

し
て
六
ヶ
所
村
出
身
の
田
中
麻

美
ら
三
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
待
ち

歌
を
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
か
せ

て
い
ま
し
た
。

下

北

二

郎

さ

ん

も

、
「

あ

ば

れ

海

峡

」「

男

の

み

れ

ん

酒

」「

佐

井

音

頭

」

の

三

曲

を

熱

唱

し

、

会

場

か

ら

盛

ん

な

拍

手

を
受

け

て

い

ま

し

た

。

キ
タ
ア
カ
リ
栽
培
講
習
会

キ
タ
ア
カ
リ
（
通
称
＝
ゴ
ー

ル
デ
ン
ポ
テ
上

の
育
て
の
親

で
あ
る
、
北
海
道
農
業
試
験
場

ば
れ
い
し
よ
育
種
研
究
室
長
の

梅
村
芳
樹
先
生
を
講
師
に
招
い

て
、
二
月
二
十
九
日
ア
ル
ザ
ス

を
会
場
に
、
キ
タ
ア
カ
リ
の
栽

培
と
販
売
方
法
に
つ
い
て
の
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
各
地
区
か
ら
六

十
五
名
の
農
家
の
方
々
が
参
加

し
、
今
後
の
キ
タ
ア
カ
リ
栽
培

へ
の
意
欲
が
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど

熱
心
に
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
料
理
に
つ
い
て
の
講
演

も
好
評
で
、
盛
況
の
う
ち
に
講

演
を
終
え
ま
し
た
。

今
後
は
、
キ
タ
ア
カ
リ
の
会

を
中
心
と
し
て
、
種
子
の
確
保

に
努
め
、
販
売
量
を
増
や
し
な

が
ら
、
農
業
所
得
の
向
上
に
つ

な
が
る
農
家
の
人
た
ち
に
種
子

を
斡
旋
し
、
栽
培
農
家
を
栽
培

面
積
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
方

針
で
す
。

▲講師の梅村先生

▼熱心に受講するみなさん

下
北
地
域
農
水
産
物
加
工

共

励

会

が

開

か

れ

る

二
月
二
十
六
日
、
む
つ
市
の

下
北
農
協
を
会
場
に
、
む
つ
地

区
農
業
改
良
普
及
事
業
協
議
会

が
主
催
す
る
「
下
北
地
域
農
水

産
物
加
工
共
励
会
」
が
開
催
さ

れ
、
出
品
物
の
展
示
、
審
査
の

ほ
か
、
試
食
会
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

共
励
会
に
は
、
下
北
の
農
・

漁
家
や
農
・
漁
協
婦
人
部
な
ど

か
ら
約
三
十
点
の
出
品
が
あ

り
、
審
査
の
結
果
は
、
大
根
、

子
ニ
ン
ン
、
フ
ノ
リ
な
ど
を
乾

燥
さ
せ
て
詰
め
合
わ
せ
た
「
お

つ
ゆ
の
具
」
が
知
事
賞
に
輝
い

た
の
を
は
じ
め
、
十
二
個
人
、

士

二
団
体
が
入
賞
し
ま
し
た
。

佐
井
村
か
ら
は
、
川
目
林
産

加
工
組
合
か
ら
四
点
、
農
協
婦

人
部
か
ら
四
点
、
川
目
生
活
改

善
グ
ル
ー
プ
か
ら
五
点
、
漁
協

婦
人
部
か
ら
三
点
、
個
人
一
点

の
計
十
七
点
が
出
品
さ
れ
、
川

目
ほ
ほ
え
み
生
活
改
善
グ
ル
ー

プ
エ
藤
ア
サ
さ
ん
が
「
ウ
ド
の

は
り
は
り
漬
け
」
で
努
力
賞
に

輝
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
販

売
事
業
を
通
じ
て
、
商
品
化
し

て
い
き
た
い
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

延 寿 園 を慰 問

佐井村赤十字奉仕団磯谷

分団 （福田梅吉分団長）で

は、３月１４日、老人ホーム

延寿園を訪問し、舞踊を披

露しながら交流を深めまし

た。

このボランティア活動は

昨年に引 き続 き行われたも

ので、横浜八重子婦人部長

ら総勢２５名が参加。一行は

浴衣やはかま姿で「納豆節」

や「ソーラン節」 などの踊

りを次々に披露すると、延

寿園のお年寄りも手拍手を

とりながら「磯谷 の人たち

上手 だ」と終始にこやかな

笑顔 をみせながら、大変喜

んでいました。

「ステッキ体操」の

パンフレットを作成

佐井村では、

村民 の健康づ

くりを願って、

昨年の夏 に考

案 した「ステ

ッキ体操」を
普及しようと、このほどパ

ンフ レット を作成 し まし
た。【写真】

この体操は、ゲートボー

ルのスティックを使った、

ゲーム前の準備運動用にと
村のイメージソング「追憶」

に合せて、手軽に体をほぐ

せるもので、パンフレット

では、これを分かりやすく

説明してい ます。

パ ンフレ ット 希望 の方
は、役場住民福祉課まで。

ａ （３８）２１１１



冬
四
週
末
は
、
津
軽
海
峡
匸
捕
行
た
新
鮮
温
海
の
幸
を
味
わ
い

な
が
ら
遐
匸

し
ま
せ
ん
か
…
。

冬
季
の
観
光
七
二
し
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
初
の
試
み

片
食
談
義
刀

万

、

一
月
二
十
五
［
］】
、
一
言

八
日
、
二
月
一
十

二
【
】】
と
、
第
三
弾

匸
柏
た
っ
て
開
催

さ
行
、
県
内

各
地
力
弓
大
勢
の
観
光
客
万
訪
ず

行
、
佐
井
村
の
冬
の
醍
醐
味
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

。
食
談
義
刀
は
、
発
売

二
向
年
を
迎
え
立
村
お
こ
し
企
画
酒
「
⑤

鉄
浪
漫
」
と
、
津
軽
海
諛
匸
捕
行
左
新
鮮
温
海
の
幸
万
盛
り
沢
山

①
「
海
峡
鍋
」
な
万
万

飲
み
放
題
、
食
へ

放
題
で
、

一
泊

一
人
五

千
円
と
い
う
格
安

①
フ
ル

メ
ツ
フ
ー
。
村
内
や
心
つ
下
北
の
ぽ
介
二

青
森
市
、
八
戸
市
、
弘
前
市

言

二
沢
市
竹
ど
か
弓
白

多
く

①
観

光
客
万
訪

れ
ま
し

↑に
。

一

食

談

義
（
第

一
弾

）

１
月
２５
日
・
ア
ル
ザ
ス

第
一
弾
は
、
「
海
峡
浪
漫
」

発
売
一
周
年
記
念
と
題
し
て
、

津
軽
海
峡
文
化
館
ア
ル
ザ
ス
で

開
か
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
予
想
し
た
百
二

十
人
の
二
倍
を
超
え
る
二
百
六

十
人
。
ま
ず
、
主
催
者
と
し
て

村
長
か
ら
「
海
峡
浪
漫
と
新
鮮

な
海
の
幸
を
存
分
に
味
わ
っ
て
、

佐
井
村
の
冬
の
醍
醐
味
を
満
喫

し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
海
峡
浪
漫
の
製
造
や

村
外
で
の
販
売
に
力
を
注

い
で

く
れ
て
い
る
関
係
者
へ
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
鏡
割
り
。

海
峡
浪
漫
で
乾
杯
し
た
あ
と
、

テ
ー
ブ
ル
狭
し
と
並
べ
ら
れ
た

料
理
に
舌
つ
づ
み
を
打
ち
な
が

ら
の
食
談
義
が
始
ま
り
ま
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
、
さ
け
料
理
、

た
ら
料
理
、
た
こ
料
理
、
海
草

料
理
と
盛
り
沢
山
。
佐
井
村
な

ら
で
は
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ

ー
も
登
場
し
、
中
で
も

。
た
こ

の
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
″
は
人
気
を

集
め
て
い
ま
し
た
。

■

食

談

義
（

第

二

弾

）

２
月
８
日
・
牛
滝
集
会
所

第
二
弾
は
、
会
場
を
牛
滝
地

区
に
移
し
、
「
厳
冬
漁
村
体
験
」

と
題
し
て
、
牛
滝
集
会
所
で
開

か
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
九
十
人
。
前
回
同

様
に
、
遠
く
青
森
市

や
弘
前
市

か
ら
も
家
族
ぐ
る
み
で
参
加
し

た
方
も
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
色
と
り
ど
り
の

大
漁
旗
が
掲
げ
ら
れ
、
観
光
客

を
歓
迎
。
人
気
の

。
た
こ
ジ
ャ

ブ

を
は
じ
め
、
牛
滝
風
味
の

メ
ニ
ュ
ー
が
テ
ー
ブ
ル
狭
し
と

並
べ
ら
れ
、
海
峡
浪
漫
を
飲
み

な
が
ら
、
新
鮮
な
海
の
幸
に
舌

つ
づ
み
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
郷
土
芸
能
や
タ
ラ
に



ま
つ
わ
る
お
し
ゃ
べ
り
な
ど
、

見
て
聞
い
て
食
べ
て
と
、
あ
っ

と
い
う
間
の
三
時
間
。
宿
泊
卜

た
人
た
ち
に
は
、
鮭
が
一
本
お

土
産
と
い
う
オ
マ
ケ
が
付
き
、

大
満
足
で
し
た
。

■

食

談

義
（
第

三

弾

）

２
月
刀一
日
・
ア
ル
ザ
ス

第
三
弾
は
、
「
お
嫁
さ
ん
募

集
！
め
ぐ
り
逢
え
艝
い
い
ネ
ー
」

と
題
し
て
、
津
軽
海
峡
文
化
館

ア
ル
ザ
ス
で
開
か
れ
ま
し
た
。

若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た

こ
の
食
談
義
に
は
、
村
内
の
男

性
と
県
内
各
地
か
ら
や
っ
て
き

た
女
性
合
わ
せ
て
約
九
十
人
が

参
加
。
新
鮮
な
海
の
幸
に
舌
つ

づ
み
を
打
ち
な
が
ら
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

最
初
は
緊
張
気
味
だ
っ
た
参

加
者
た
ち
も
、
海
峡
浪
漫
を
傾

け
な
が
ら
歓
談
す
る
う
ち
に
、

す
っ
か
り
打
ち
解
け
た
様
子
で
、

ジ
ャ
ン
ケ
ン
グ
ー
ム
や
愛
の
綱

引
き
ゲ
ー
ム
、
ア
マ
バ
ン
ド
演

奏
な
ど
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

中
に
は
、
い
い
ム
ー
ド
で
話

し
込
む
男
女
も
見
ら
れ
、
新
カ

ッ
プ
ル
が
誕
生
し
て
く
れ
れ
ば

と
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

ｔＦ
新
鮮
な
海
の

幸
を
使
っ
た

メ
ニ

ュ
ー
が
盛

り
沢

山



毎

臂

曜

日

霖

診

”
佐

井

診

療

謦

四
月
一
日
、
佐
井
診
療
所
の

医
科
・
歯
科
に
、
新
任
の
先
生

が
赴
任
し
ま
し
た
。

医
科
の
先
生
は
、
自
治
医
科

大
学
竿
で
、
県
の
職
員
と
し
て

佐
井
村
に
派
遣
、
村
民
の
医
療

に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
大
学
、
県
、
医

療
セ
ン
タ
ー
の
協
定
に
よ
り
、

週
一
回
の
研
修
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

研
修
は
、
他
の
医
療
機
関
で

毎
週
月
曜
日
に
行
い
ま
す
。
こ

の
た
め
先
生
は
研
修
で
出
張
の

た
め
不
在
と
な
り
、
や
む
な
く

月
曜
日
を
休
診
と
し
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

へ

き

地

診

療

日

も

変

更

四
月

か
ら
、
長
後
、
福

浦
、

牛
滝

地
区

の

へ
き
地

診
療
日

が
、

次

の
よ
う

に
変
更

に

な

り

ま
す
。

・

長
後

火
曜
日

・

福
浦

金
曜

日

・
牛

滝

水
曜

日

狂

犬

病

予

防

注

射

を

受

け

ま

し

よ

う

今
年
も
次
の
日
程
で
狂
犬
病

予
防
注
射
を
行
い
ま
す
。

昨
年
の
春
に
注
射
を
受
け
な

か
っ
た
犬
や
、
生
後
九
十
一
日

以
上
に
な
っ
た
犬
は
、
必
ず
予

防
注
射
を
受
け
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

役
場
か
ら
通
知
書
を
発
送
し

ま
す
が
、
漏
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
指
定
の
場
所
及

び

時
間
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
放
し
飼
い
の
犬
は
、
保
健
所

と
協
力
し
て
捕
獲
し
ま
す
の
で
、

犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

平 成 ４ 年 度

佐井村奨学生を募集しています

・受付期限－４月３０日まで
・申 込 先一教育委員会総務課

０３８―４５０６・４５０７

狂犬病予防注射の日程

佐
井

村
中
央
公

民
館
選

俳

句
石
戸
美
矢
子

病
棟
を
義
母
と
共
に
し
冬
の
雲

満
天
の
星
降
る
ご
と
く
夜
鳴
き

そ
ば
故
郷
へ
近
づ
く
程
に
雪
残
る

傷
つ
き
て
戻
り
て
哀
れ
恋
の
猫

寒
波
来
て
い
よ
い
よ
極
ま
る
月

昇
る

西
谷

豊
彦

狗
犬
の
不
機
嫌
の
ま
ま
雪
冠
り

初
日
影
霰
に
混
じ
り
銀
杏
の
実

曙
や
塩
香
漂
う
ひ
じ
き
刈
り

風
鳴
り
て
別
れ
話
の
夜
は
長
し

婚
約
の
娘
に
惜
み
湧
く
熱
帯
魚

又
ひ
と
り
逝
く
貌
あ
り
て
雪
積

川
岸
キ
ョ
子

大
松
に
年
変
り
た
る
風
遊
ぶ

水
音
で
初
ま
る
稽
古
牡
丹
雪

東
京
に
父
母
の
墓
碑
あ
り
寒
雀

そ
れ
ぞ
れ
に
語
尾
は
ず
み
お
り

祝
賀
会

た
わ
わ
な
る
無
花
果
活
け
こ
む

文
化
祭

お
み
く
じ
に
今
年
の
心
を
預
け

お
り

田
名
部
ヒ
サ

鉢
上
げ
し
元
日
草
の
咲
く
を
待

つ足
ふ
れ
て
一
葉
の
雫
こ
ぼ
れ
け

啄
木
鳥
の
叩
く
間
も
散
る
木
の

葉
か
な

墓
早
し
下
校
の
子
等
は
月
を
背

に置
き
去
り
の
南
瓜
に
躍
る
霰
か

な開
函
日
記
し
友
が
自
慢
の
柿
届

く

浜
中

よ
ん

新
若
布
朝
の
み
そ
汁
喉
鳴
ら
す

声
枯
れ
に
蜂
蜜
な
め
る
春
の
風

邪旅
立
ち
の
浅
き
眠
り
に
朝
寒
し

愚
知
こ
ぼ
し
時
季
の
は
ず
れ
の

雪
を
掻
く

若
き
日
の
思
い
幾
つ
か
春
近
し

短

歌

（
で

崎
市
）
小
舘

寿
彦

瘤
の
ご
と
立
冬
の
樹
の
鴉
海
蒼

白
く
刃
の
ひ
か
り
浴
び

沈
黙
破
り
青
春
返
せ
と
叫
ぶ
元

従
軍
慰
安
婦
の
操

寒
空
に
顕
ち
て
は
消
ゆ
る
鳥
影



国 保

の
しおり

国 民 健 康 保 険 制 度

（国 保 ）と は

私たちは、いつ病気や

けがにおそわれるかわか

りません。

もしそのとき、お金が

なくてお医者さんにかか

れないとしたら大変です。

国民健康保険制度（国保）は、そういう場合に

そなえ、加入者がそれぞれの収入に応じてお金を

出し合い、必要な費用にあてようという助け合い

の制度です。

医 療 費 の状 況

〔１２月診療分〕

国保（若人分）

退職者医療

老人医療

に
長
病
み
果
て
し
毋
た
だ
憶
う

雪
止
ま
ず
静
ま
り
返

る
故
郷
の

夜
の
海
い
ま
も
重
々
と
し
て

川
岸
キ
ョ
子

「
草
原
の
果
て
に
」

ま
た
一
つ
感
動
の
渦
に
出
合

い

け
り
異
国
人
と
の
愛

の
深
き
を

食
足
り
て
生
き
た
る
者
の
教
訓

と
乱
れ
心
を
鎮
め
っ
つ
読
む

「
性
格
が
徐
々
に
運
命
に
な
り

て
ゆ
く
」
と
習
い
し
言
葉
ふ
と

思

い
け
り

老

ゆ
る
と
は
か
く
な
る
こ
と
か

一
病
と
付
き
合
う
夫
の
歩
み
危

ぶ
む

互

戸
美
矢
子

遠
洋
の
漁
に
携
わ
る
兄
弟
の
無

事
祈
り
つ
つ
陰
膳
据
え
る

自
ら
の
癒
ゆ
る
こ
と
の
み
祈
り

い
る
爪
切
れ
や
れ
ば
笑
み
か
え

す
義
母

中
嶋

万
吉

如
月
の
中
ば
に
な
り
て
降
り
止

ま
ぬ
今
宵
の
雪
は
遠
き
空
よ
り

い
つ
の
間
に
物
置
き
小
屋
の
片

隅
に
身

ご
も
り
ら
し
き
黒
き
よ

そ
猫
降
り
し
雪
砂
糖
な
ら
ば
と
呟
き

し
戦
後
の
子
供
未
だ
忘
れ
ず

淀
み
な
く
逝
き
去
る
人
の
深
悼

欄

わ

れ

の
年

よ

り

若

き

を

悼

む

悲

し

み

の

捨

て

場

に

立

ち

て

岩

と

な

り

地

蔵

の

顔

の
涙

ぐ

む

か

に

浜

中

よ

ん

餌

持

ち

て

川

辺

に

立

て

ば

群

寄

り

く
白

鳥

の

み

か

海

猫

ま

で

も

目

時

道

枝

早

発

ち

の

バ
ス

エ

ン

ジ

ン

も

音

絶

え

ぬ
眠

り

求

め

て

夜

着

に

く

る

ま

る

窓

越

し

の

隣

家

二

階

に

灯

の

つ

き

ぬ

風

邪

の

子

あ

り

や
大

寒

の

朝黒

き

屋

を

離

れ
し

と

ば
り

冴

え

冴

え

と

蒼

く

明

け

ゆ

く

立

春

の

今

日

髪

洗

う

薄

き

頭

の

掌

に

触

れ

し

凸

凹

な

る

を

不

思

議

が

る

わ

れ

頻

死

の
夫

背

負

い

て

共

に

と

願

い

た

る

杉

山

に

雪

降

る

か

な

し

き

回

顧

大

石

健

次

郎

逝

く

も

の

は

一

生

己

れ

の

旗

掲

げ

て

光

る

個

の

星

散

ら

し

消

え

ゆ

く

蒼

天

の
秋

の
樹

海

の

う

ね

り

つ

つ

光

り

諸

と

も

海

へ

落

ち

込

む

Ｉ

◇
－

◇
－

次

号

。’Ｅ
切

五

月

十

三

日

必

着



出

稼

ぎ

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
、
仕
事
匚
励
ん
で
お
う
机
る
み
な
さ

ん
。
現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
現
地
と
ふ
る
さ
と
を
結
ぶ
、
み
な
さ
ん
と
の

か
け
橋
で
す
。

現
地
で
の
情
報
盂

倥
り
・
写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

全

国

出

稼

者

大

会

の

報

告

佐
井
村
季
バ
労
い
者
匙
丈
舮

雄

二

出
稼
者
の
み
な
さ
ん
、
季
節

労
働
者
の
み
な
さ
ん
、
毎
日
の

お
仕
事
本
当
に
ご
苦
労
様
で
す
。

遠
く
故
郷
を
離
れ
て
、
妻
子

の

こ
と
を
偲
び
な
が
ら
冬
の
空
で

寒
気
を
肌
に
働
い
て
い
る
み
な

さ
ん
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

今
年
も
「
第
二
十
八
回
全
国

出
稼
者
東
日
本
大
会
」

が
、
東

京
社
会
会
館
で
二
月
九
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

ぴ
り
り
と
し
た
雲
一
つ
な
い

清
々
し
い
日
で
し
た
。
会
場
に

集

る
東
北
六
県
、
北
海
道
、
新

潟
県
か
ら
の
代
表
者
の
胸
中
に

は
、
厳
し
く
重
苦
し
い
雰
囲
気

が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
気

も
し

ま
し
た
。

バ
ブ
ル
経
済
の
影
響
で
、
景

気
に
か
げ
り
を
生
じ
、
設
備
投

資
の
減
少
や
、
消
費
の
減
退
な

ど
か
ら
、
製
造
業
の
出
稼
者
の

求
人
が
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。

逆
に
建
設
業
で
は
、
出
稼
者

に
対
す
る
求
人
は
増
加
し
て
い

る
し
、
賃
金
も
上
昇
し
て
い
ま

す
。求
職
者
も
、
台
風
十
八
号
、

十
九
号
の
記
録
的
な
被
害
、
長

雨
等
の
被
害
か
ら
、
出
稼

ぎ
を

希
望
せ
ざ
る
を
得
な
い
人
々
も

増
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

人
手
不
足
の
状
態

が
解
消
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
で
、
新
規
に

出
稼
者
が
増
加
す
る
こ
と
は
、

今
ま
で
以
上
に
災
害
防
止
対
策

を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
い

つヽ
こ
と
で
す
。

主
催
者
側
を
代
表
し
て
、
細

谷
昭
雄
会
長
（
秋
田
選
出
参
議

院
議
員
）
は
、
中
国
の
諺
を
引

用
し
な
が
ら
、
水
を
飲
む
と
き

は
井
戸
を
掘
っ
た
人
の
労
苦
を

偲
び
、
ご
苦
労
に
感
謝
す
る
こ

と
だ
。
こ
れ
が
本
当
の
理
念
で

あ
る
と
あ
い
さ
つ
。
誠
に
そ
の

通
り
だ
と
思

い
ま
し
た
。

続

い
て
来
賓
者
あ
い
さ
つ
及

び
決
意
表
明
で
は
、
日
本
社
会

党
副
委
員
長
の
高
沢
寅
男
さ
ん

が
、
私
の
父
も
昔
は
鉄
道
の
枕

木
搬
出
作
業
の
労
働
者
で
あ
っ

た
。
今
流
で
言
え
ば
、
出
稼
ぎ

労
働
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
例
に

話
さ
れ
、
何
と
し
て
も
過
労
死

だ
け
は
さ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
、
法
務
委
員
会
に
い
る

の
で
力
に
な
り
た
い
と
言
葉
を

述

べ
ま
し
た
。

日
本
農
民
組
合
連
合
会
の
倉

持
八
郎
書
記
長
代
行
は
、
自
民

党
の
几
フ
ニ
ン
グ
（
共
和
汚
職
）

は
「
タ
カ
リ
」
の
根
性
で
あ
り
、

政
治
不
信
の
根
元
だ
。
日
本
農

業
は
、
農
家
の
生
活
は
、
こ
れ

か
ら
ど
う
な
る
の
か
？
。
嫁
さ

ん
を
も
ら
っ
て
く
れ
な
い
か
。

こ
ん
な
悩
み
が
山
積
み
し
て

い

る
。
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
農
民
組
合
、
出
稼
組
合
が

頑
張
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
出

番
だ
と
思
う
と
訴
え
ま
し
た
。

食
と
み
ど
り
、
水
を
守
る
中

央
労
農
市
民
会
議
の
島
副
委
員

長
は
、
農
地
が
三
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

も
消
え
て
い
る
現
状
の
中
で
、

農
業
保
護
政
策
を
守

る
こ
と
が

大
事
で
、
農
業
イ
ジ
メ
は
日
本

国
民
の
た
め
に
な
ら
な
い
。
労

働
者
の
賃
金
も
六
割
程
度
だ
。

特
別
に
今
回
は
、
労
働
者
の

上
村
た
か
し
（
安
定
所
地
域
担

当
課
長
）

さ
ん
が
、
来
賓
と
し

て
激
励
の
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
た

こ
と
で
感
慨
を
深
め
ま
し
た
。

二
十
年
前
の
ピ
ー
ク
時
か
ら

み
れ
ば
、
現
在
の
出
稼
労
働
者

は
、
三
十
万
人
も
減
少
し
て
い

る
こ
と
。
東
京
一
局
集
中
は
、

奸
ま
し
く
な
い
こ
と
。
昨
年
末

に
「
出
稼
労
働
者
対
策
要
綱
」

が
二
十
年

ぶ
り
に
改
正
し
て
出

さ
れ
、
同
時
に
労
働
基
準
局
長

の
通
達
と
し
て
「
出
稼
労
働
者

対
策
要
領
」
が
出
さ
れ
た
の
で
、

年
度
内
に
は
出
し
た
い
こ
と
。

有
給
休
暇
、
寄
宿
舎
の
改
善
、

出
稼
者
の
福
祉
の
向
上
を
主
と

し
た
内
容
で
あ
る
こ
と
を
話
し

ま
し
た
。

出
稼
者
の
健
康
を
心
配
し
て

く
だ
さ
る
民
主
診
療
所
の
医

師

名
取
ゆ
う
じ
先
生
が
厂
慥
築
解

体
の
仕
事
で
生
ず
る
塵
肺
に
か

か
わ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
。
す

き
ま
風
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
寝

れ
な
い
。
こ
れ
で
酒
が
睡
眠
剤

の
役
割
と
な
っ
て
健
康
を
阻
害

す
る
こ
と
。
寄
宿
舎
の
改
善
が

不
可
決
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し

ま
し
た
。

以
上
、
各
代
表
の
連
帯
の
あ

い
さ
つ
を
強
く
受
け
取
め
、
感

銘
し
ま
し
た
。

わ
れ
わ
れ
は
、
常
に
出
稼
ぎ

を
し
な
く
て
も
食
え
る
農
業
政

策
の
確
立
を
訴
え
、
地
域
社
会

の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
闘
い

続
け
て
き
ま
し
た
。

か
っ
て
百
万
人
と
い
わ
れ
た

出
稼
者
も
、
現
在
は
半
数
以
下

と
も
い
わ
れ
、
減
少
を
た
ど
っ

て
い
ま
す
。
出
稼
者
、
季
節
労

働
者
の
賃
金
、
労
働
条
件
、
寄

宿
舎
な
ど
、
生
活
環
境
は
依
然

と
し
て
不
十
分
な
ま
ま
で
す
。

人
手
不
足
の
中
で
、
慣
れ
な
い

過
酷
な
労
働
に
従
事
さ
せ
ら
れ

て
い
る
新
た
な
出
稼
者
は
、
台

風
被
害
で
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

日
本
農
業
も
、
最
後
の
砦
で

あ
る
米
さ
え
も
、
市
場
開
放
の

波
に
さ
ら
さ
れ
、
食
管
制
度
の

改
廃
、
農
地
法
の
改
悪
、
農
産



物
価
格
の
引
き
下

げ
、
減
反
、

減
産
政
策
な
ど
、
農
業
つ
ぶ
し

の
政
策
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
も

ね
ば
り
強
く
闘
い
続
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

｀

昨
年
、
埼
玉
県
草
加
市
の
槐

戸
橋

や
千
葉
県
松
戸
市
の
ト
ン

ネ
ル
エ
事
で
、
尊
い
生
命
が
奪

わ
れ
た
よ
う
に
、
過
酷
で
劣
悪

な
労
働
条
件
、
短
期
の
就
労
を

繰
り
返
し
て
い
る
と
い
う
だ
け

で
、
現
行
労
働
諸
法
規
の
適
要

も
十
分
に
受
け
ら
れ
な
い
の
が

出
稼
者
な
の
で
す
。
犠
牲
者
の

中
に
は
、
青
森
県
の
人
が
加
わ

っ
て
い
た
の
で
す
。
悲
し
い
出

来
事
で
す
。

大
会
で
は
、
出
稼
者
の
要
求

で
決
議
し
た
こ
と
は
、

一
、
出
稼
者
の
労
働
、
生
活
な

ど
諸
条
件
の
改
善
の
た
め
、

当
面
「
出
稼
労
働
者
対
策
要

綱
」
「
同
要
領
」
を
完
全
に

実
施
さ
せ
る
よ
う
、
行
政
指

導
を
強
化
す
る
こ
と
。
特
に

有
給
休
暇
の
付
与
、
建
設
業

退
職
金
制
度
の
完
全
適
用
、

雇
入
れ
通
知
書
の
交
付
、
宿

舎
の
改
善
等
に
つ
い
て
行
政

指
導
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
。

一
、
出
稼
者
の
地
元
就
労
を
促

進
さ
せ
る
た
め
、
賃
金
格
差

の
是
正
や
雇
用
開
発
な
ど
、

抜
本
的
な
措
置
を
講
ず
る
こ

一
、
出
稼
者
の
高
齢
化
に
と
も

な
い
、
健
康
対
策
を
強
力
に

進
め
る
こ
と
。
特
に
出
稼
就

労
中
に
も
健
康
診
断
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
制
度
を
改
善
す

一
、
北
海
道
等
の
積
雪
寒
冷
地

帯
に
お
け
亙
雇
用
の
拡
大
、

通
年
雇
用
化
な
ど
、
季
節
労

働
者
対
策
を
充
実
さ
せ
る
こ

一
、
雇
用
保
険
法
の
改
悪
、
需

給
要
件
の
一
方
的
変
更
は
、

絶
対
に
行
わ
な
い
こ
と
。
ま

た
「
冬
期
技
能
講
習
助
成
給

付
金
制
度
」
等
の
冬
期
雇
用

援
護
制
度
の
内
容
の
充
実
を

図
る
こ
と
。

一
、
出
稼
者
に
選
挙
権
を
保
障

す
る
た
め
、
不
在
者
投
票
の

簡
素
化
な
ど
の
制
度
を
図
る

そ
の
他
、
諸
々
の
要
求
点
が
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

農
林
漁
業
政
策
の
確
立
に
関

す
る
決
議
で
は
、
囗
本
農
業
は

ガ
ッ
ト
、
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド

農
業
交
渉
な
ど
で
、
い
ま
や
存

亡
の
危
機
に
立
だ
さ
れ
て

い
ま

す
。
日
本
政
府
が
「
例
外
な
き

関
税
化
」
を
受
け
入
れ
る
よ
う

な
事
態
に
な
れ
ば
、
米
の
市
場

開
放
に
つ
な
が
り
、
日
本
農
業

と
地
域
経
済
は
壊
滅
的
な
打
撃

を
受
け
、
国
土
保
全
と
環
境
維

持
に
多
大
な
影
響
を
も
た
ら
す

こ
と
は
明
白
で
す
。
絶
対
ゆ
る

し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

要
求
と
し
て
、

一
、
穀
物
自
給
率
の
向
上
を
図

り
、
外
国
食
糧
に
依
存
す
る

政
策
を
や
め
る
こ
と
。
米
の

市
場
開
放
は
絶
対
に
行
わ
な

い
こ
と
。
ま
た
、
で
ん
粉
、

乳
製
品
の
現
行
の
国
境
調
整

措
置
を
維
持
す
る
こ
と
。

一
、

ガ
ッ
ト
交
渉
で
の
農
業
政

策
費
の
削
減
に
は
応
じ
な
い

こ
と
。
ま
た
、
農
業
が
も
つ

国
土
、
環
境
保
全
な
ど
の
多

面
的
な
役
割
を
見
直
し
、
農

業
再
建
で
農
山
村
の
活
性
化

を
図
り
、
家
族
農
業
を
守
る

一
、
昨
年
の
台
風
、
長
雨

な
ど

の
気
象
災
害
に
よ
る
農
業
被

害
に
対
し
て
は
、
そ
の
復
旧
、

被
害
補
償
、
営
農
継
続
、
生

活
維
持
の
た
め
の
抜
本
的
な

対
策
を
行
う
こ
と
。

一
、
緑
と
水
を
守
り
、
木
材
の

乱
伐
輸
入
、
魚
資
源
の
乱
獲

輸
入
を
や
め
さ
せ
、
国
有
林

野
事
業
の
民
主
的
発
展
、
地

域
林
業
振
興
と
林
業
労
働
者

の
労
働
条
件
の
改
善
、
沿
岸

沖
合
漁
業
の
振
興
を
図
る
な

ど
の
施
策
を
確
立
す
る
こ
と
。

な
ど
を
、
万
場
拍
手
を
も
っ
て

決
め
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
大
会
で

し
た
。
今
年
も
ま
た
、
七
月
に
は
参

議
院
の
国
政
選
挙
が
行
わ
れ
ま

す
。
額
に
汗
し
て
働
く
弱
者
、

底
辺
の
貧
し
い
者
の
味
方
に
な

っ
て
く
れ
る
、
労
働
者
の
権
利

と
地
位
を
守
っ
て
も
ら
え
る
選

良
の
人
格
者
を
選
び
た
い
も
の

で
す
。
佐
井
村
か
ら
は
、
山
本
秀
夫

地
区
労
議
長
と
私
、
現
地
か
ら

ふ
笠
原
政
信
、
岩
崎
治
義
の
み

な
さ
ん
が
大
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

翌
日
に
は
、
労
働
省
、
農
水

省
、
建
設
省
へ
三
省
交
渉
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
関
瞶
正
代

議
士
、
山
内
弘
代
議
士
、
三
上

隆
雄
代
議
士
の
諸
先
生
も
、
大

会
と
三
省
交
渉
に
参
加
さ
れ
協

力
く
だ
さ
い
ま
し
た
こ
と
に
心

か
ら
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

▲出稼者の諸要求に関する決議を

読み上げる長後雄二さん



教
育
だ
よ
う

こ
の
子
等
の

心
の
成
長
を
願
っ
て

前
佐
井
小
学
校
長

三

戸

重

一

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
、日

光
猿
軍
団
の
テ
レ
ビ
放
映
の
占

め
る
割
合
は
随
分
多
か
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
よ
く
も
ま
あ
、
あ

の
よ
う
に
し
つ
け
、
育
て
る
？

（
調
教
）
も
の
だ
と
驚
く
ば
か

り
で
す
。

そ
の
調
教
に
つ
い
て
、
校
長

先
生
は
、
一
つ
叱
っ
た
ら
百
褒

め
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
人

間
の
比
較
し
て
悪
い
の
で
す
が
、

猿
で
さ
え
そ
の
よ
う
に
対
応
す

る
こ
と
に
よ
り
教
育
効
果
が
あ

が
り
、
あ
の
よ
う
に
育
つ
の
で

す
か
ら
、
人
間
は
な
お
さ
ら
強

い
感
情
を
持
つ
動
物
で
す
。
一

つ
叱
っ
た
ら
百
褒
め
る
と
い
か

な
く
と
も
、
叱

る
こ
と
よ
り
褒

め
る
こ
と
を
多
く
す
る
こ
と
で

教
育
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
も
赴
任
以
来
、
子
ど
も
の

良
さ
を
み
つ
け
、
認
め
、
褒
め

そ
れ
が
励
み
に
な
っ
て
育
っ
て

く
れ
れ
ば
と
願
っ
て
、
機
会
あ

る
ご
と
に
褒
め
て
き
ま
し
た
し
、

先
生
方
に
も
お
願
い
し
て
き
ま

し
た
。
（
過
去

の
私
の
指
導
法

を
反
省
し
て
）

ま
だ
ま
だ
効
果

は
十
分
で
は
な
い
に
し
て
も
、

先
生
方
の
目
も
そ
の
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
る
よ
う
な
気

が
し

ま
す
。
近
年
家
庭
の
教
育
力
の
低
下

が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ

い
ら
に
要
因
の
一
つ
が
あ
り
そ

う
な
気
が
し
ま
す
。
褒
め
る
こ

と
よ
り
叱
る
こ
と
が
多
く
、
く

ど
く
ど
と
こ
ご
と
を
並
べ
た
て
、

ぐ
じ
ゅ
ぐ
じ
ゅ
説
教
す
る
と
、

子
ど
も
は
真
剣
に
聞
こ
う
と
せ

ず
、
「
ま
た
は
じ
ま
っ
た
か
。」

と
聞
き
流
す
こ
と
に
な
り
、
効

果
が
現
れ
な
い
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
今
の
子
ど
も
達
は
、
先
生
や

親
が
率
先
し
て
行
動
し
て
み
せ

な
い
と
「
わ
ら
ど
さ
ば
り
や
ら

せ
て
。
」
と
批
判
の
目
だ
け
が

育
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
。子

は
親
の
後
ろ
姿
を
見
て
育
ア

と
い
い
ま
す
が
（
先
生
も
同
じ

で
す
）
私
達
大
人
が
し
て
み
せ

な
い
と
納
得
し
な
い
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
褒
め
、

大
人
が
率
先
し
て
行
動
し
て
育

て
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
の
三
年
間
、
前
述
の
こ
と

を
底
に
流
し
な
が
ら
、
子
ど
も

達
が
「
心
の
や
さ
し
い
思
い
や

り
の
あ
る
子
」
に
育
っ
て
ほ
し

い
と
念
じ
て
学
校
経
営
を
し
て

き
ま
し
た
。

①

よ

る
さ
と
を
大
切
に
す

る
子
ど
も
”

こ
の
立
派
な
ヒ
バ
の
香
り
の

グ
ラ
ン

ド
に
車
を
乗
り
入
れ
な
い
で
／

前
佐
井
中
学
校
長

扇

野

保

三
月
に
入
り
、
思
い
が
け
な

く
降
っ
た
名
残
雪
も
、
こ
の
二
、

三
日
の
好
天
で
消
え
、
中
学
校

の
グ
ラ
ン
ド
も
地
肌

を
見
せ
て

き
た
。
意
外
に
グ
ラ
ン
ド
が
荒
れ
て

い
た
の
で
、
よ
く
確
か
め
て
み

る
と
、
驚
い
た
こ
と
に
自
動
車

で
コ
ー
ス
を
二
、
三
周
走
っ
た

形
跡
が
あ
っ
た
。
い
つ
、
だ
れ

が
、
何
の
た
め
に
乗
り
入

れ
た

の
か
分
か
ら
な
い
が
、
誠
に
残

念
な
こ
と
で
あ
る
。

昨
年
九
月
、
苦
し
い
財
政
状

況
の
中
、
村
の
援
助
で
全
面
改

修
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
生
徒

が
大
事
に
使
用
し
、
こ
の
春
い

ち
早
く
活
動
し
よ
う
と
し
て
い

る
矢
先
、
こ
の
心
な
い
行
為
に

憤
り
を
覚
え
る
。
佐
井
住
民
の

公
共
心
が
問
わ
れ
る
恥
ず
べ
き

行
為
で
あ
り
、
あ
ま
り
に
も
情

け
な
い
行
為
で
あ
る
。

当
人
の
深
い
反
省
を
促
す
と

と
も
に
、
今
後
再
び
こ
の
よ
う

な
軽
率
な
行
為
が
な
い
よ
う
に

祈
る
の
み
で
あ
る
。

第１２回

函館・下北交流

婦人視察団派遣事業

参加婦人を募集

対象 婦人団体のりー

ダーとして、活躍中

の婦人、または将来

リーダーとして期待

される婦人。

期日＝平成４年６月１

雨月卜 ２日（火）

視察地＝風間浦村

募集人員＝５名

申込期日 平成４年４

月３０日（木）まで

申込場所

佐井村教育委員会

社会教育課

登３８－４５０６



す
る
校
舎
を
大
切
に
し
、
誇
り

を
持
て
る
よ
う
に
し
た
い
。
身

近
に
あ
る
校
舎
を
大
切
に
す
る

こ
と
は
、
村
の
財
産
を
守
る
こ

と
に
つ
な
が
る
し
、
自
分
の
物

を
大
切
に
す
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
、
強
い
て
は
ふ
る
さ
と
を

大
切
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

②

。
ふ
る
さ
と
を
知
ろ
う
″

と
い
う
こ
と
で
す
。
私
自
身
、

佐
井
出
身
で
あ
り
な
が
ら
、
あ

ま
り
に
も
村
の
こ
と
を
知
ら
な

す
ぎ
ま
す
。
ふ
る
さ
と
を
知
る

こ
と
に
よ
り
、
佐
井
の
良
き
伝

統
と
文
化
を
認
識
し
、
ふ
る
さ

と
を
大
切
に
す
る
心
へ
と
つ
な

が
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

③

。
自
然
を
愛
し
、
親
し
む

子
ど
も
達
は
、
毎
日
見
て
い

る
自
然
の
変
化
、
季
節
の
変
化

に
気
づ
か
な
い
の
で
す
。
春
に

花
が
咲
き
、
秋
に
な
れ
ば
紅
葉

す
る
。
当
り
前
の
こ
と
で
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

こ
う
い
う
心
が
、
教
室
、
学

校
、
自
分
の
部
屋
が
汚
れ
て
と

何
と
も
感
じ
な
い
子
ど
も
に
育

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
を
私
達
大
人
が
気

づ
か
せ
、
感
じ
さ
せ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
責
任
が
あ
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

大
人
が
気
づ
か
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
自
然
の
変
化
に
目
を
む

け
、
自
然
の
不
思
議
气

神
秘

さ
を
知
り
、
自
然
を
大
切
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
心
が
育
っ

て
、
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
し
よ

う
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
い

く
も
の
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
三
年
間
で
、
私
の
経
営

が
ゆ
き
と
ど
い
た
と
は
思
い
ま

せ
ん
が
、
少
し
で
も
気
に
か
け

心
に
と
め
て
く
れ
、
佐
井
を
離

れ
九
時
、
佐
井
の
良
さ
に
気
づ

い
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

最
後
に
、
私
の
っ
た
な
い
経

営
で
、
ご
迷
惑
を
か
け
た
こ
と

も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
つ

た
な
い
経
営
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

村
当
局
・
教
育
関
係
機
関
・
諸

団
体
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
み
な
さ
ん
・

先
生
方
の
ご
協
力
を
得
ま
し
て

静
か
に
幕

が
降
り
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

二

月

記
）

お
世
話
に
な
っ
た
校
舎
を
化
粧
直
し

牛

滝

小

・

中

学

校

こ
の
春
、
牛
滝
中
学
校
を
卒

業
し
た
六
人
が
、
九
年
間
世
話

に
な
っ
た
校
舎
に
お
礼
し
よ
う

と
匸

竿
業
記
念
に
校
内
を
ペ
ン

キ
で
化
粧
直
し
を
し
て
、
き
れ

い
な
壁
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

牛
滝
中
学
校
で
は
、
前
年
度

の
中
学
卒
業
生
も
一
階
部
分
に

ペ
ン
キ
を
塗
っ
て
お
り
、
今
回

の
化
粧
直
し
は
、
塗
り
残
っ
て

い
た
二
階
廊
下
の
壁
で
、
在
校

生
も
手
伝
い
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。卒
業
生
た
ち
は
、
九
年
間
の

思
い
出
を
胸
に
、
丁
寧
に
ペ
ン

キ
塗
り
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

ド
ペ
ン
キ
塗
り
に
励
む
卒
業
生
の
み
な
さ
ん

手づく口絵はがきコンター儿ノ
一
日
本
一
の
文
部
大
臣
奨
励
賞
に
輝
く

磯
谷
中
二
年
福
田

貴
子
さ
ん

理想教育財団主催の第１５
回「手づくりの絵はがき」
コンクールで、磯谷中学校
二年の福田貴子さんが中学

生部門で、日本一の文部大
臣奨励賞に輝いたほか、田
中健くん（１年）が全国新
聞教育研究協議会賞に輝

き、３月８日に東京都港区
の日赤会館で行われた表彰
式で、賞状が手渡されました。

磯谷中学校では、全校生徒１３人

が、佐藤先生の指導で作品を出品。

全国から７，０１７点 の応募作品の中

で、「父の船 は世界一！」 と題し

た福田貴子さんを筆頭に、佐藤先

生 も含め八人が入賞し、初めて学

校賞 も受賞するという快挙に、み

んなで大きな成果を喜こんでいま

した。

その他の入賞者は次のとおりで

す。

・銀賞＝横浜一男 君（１年）

・銅賞＝福田 誠 君（２年）

福田拓巳 君（１年）

・佳作＝横浜和志 君（１年）

・入選＝新田真生ｊバ ３年）

▼日本一になった福田さんの作品



保健婦だより

受けて安心

子宮がん検診
乳がん検診

少なくとも

年に１回は

検診を受けよう

１日（水）

６日（月） 健康相談日

１８日倒

｜

受付時間

２７日（月） 午前９時～１２時

場所 役場・健康相談室

電話での健康相談も受付けしま

すので、お気軽にご利用してくだ

さい。

乳がん・子宮がん検診

２０日（月） 検診場所

２１日（火）

｜

アルザス

５月１８日（月） ・しおさいホール

※対象地区・受付時間は後日、保健

協力員を通じてお知らせします。

２３日（木） リハビリ教室

時間 午後１時～３時

場所 アルザス

２４日（金） 食生活改善推進協議会総

会・研修会

時間 午前１０時

場所 役場

３０囗休） 乳児相談 。

離乳食調理実習

時間 午前１０時～正午

場所 役場センター和室

対象 平成３年８月～１２月生

①
子
宮
が
ん
検
診
は
怖
く
な
い

み
な
さ
ん
は
「
が
ん
」
と
聞

く
と
す
ぐ
、
「
こ

わ
い
」

と
思

わ
れ
ま
す
か
。

女
性
に
と
っ
て
特
に
子
宮
が

ん
ば
、
乳
が
ん
と
と
も
に
気
に

な
る
病
気
で
す
。
し
か
し
、
い

く
ら
気
に
し
て

い
て
も
、
検
診

を
受
け
な
く
て
は
自
分
が
大
丈

夫
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

初
期
の
が
ん
で
は
症
状
の
な
い

こ
と
が
多
く
、
検
診
を
受
け
て

初
め
て
見

つ
か
る
の
で
す
。

「
で
も
検
診
が
な
ぜ
か
怖
く

て
」
と
言
わ
れ
る
方
が
い
ま
す
。

検
診
が
決
し
て
痛
く
て
恐
ろ

し
い
も
の
で
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。

検
診
で
は
ど
ん
な
検
査
を
す
る

の
か
、
な
ぜ
そ
れ
が
必
要
な
の

か
、
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
理
解

し
て
い
れ
ば
検
診
な
ど
怖
く
は

あ
り
ま
せ
ん
。

②
乳
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
よ
う

乳
が
ん
は
、
自
分
で
み
っ
け

る
唯
一
の
が
ん
で
す
。
乳
が
ん

の
９５
％
は
、
患
者
さ
ん
白
身
で

病
変
に
気
づ
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
し
こ
り
の
大
き

さ
が
小
さ
い
ほ
ど
が
ん
の
進
行

度
も
低
く
、
治
療
に
よ
っ
て
よ

く
治
り
ま
す
。
し
こ
り
の
大
き

○○

コーナー

‰ Ａ

Ｑ

乳
が
ん
検
診
を
受
け
る
の

に
適
当
な
日
は
あ
り
ま
す
か

Ａ

閉
経
（
月
経
が
あ
か
っ
て

し
ま
い
、
な
く
な
っ
た
）
さ

れ
た
方
な
ら
い
っ
で
も
よ
い
。

閉
経
前
の
方
は
、
月
経
が
始

ま
っ
て
一
週
間
後
ぐ
ら
い
が

最
も
乳
房
が
柔
ら
か
く
て
触

診
が
容
易
で
す
。

Ｑ

前
回
の
検
診
で
は
異
常
な

し
の
結
果
。
次
の
検
診
で
乳

が
ん
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ

そ
れ
は
実
際
に
は
あ
り
ま

す
。
前
回
の
検
診
で
、
異
常

な
し
と
さ
れ
、
次
回
の
検
診

ま
で
に
（
お
よ
そ
一
年
售

が
ん
を
発
見
す
る
場
合
で
す
。

見
落
と
し
た
か
、
進
行
の
早

い
が
ん
の
場
合
が
原
因
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
心
配
な

方
は
、
年
に
二
回
ぐ
ら
い
検

診
を
受
け
る
と
か
、
自
己
チ

ェ
ヨ
ク
を
定
期
的
に
行
う
こ

と
が
大
切
で
す
。

Ｑ

乳
が
ん
で
乳
房
を
切
り
取

ら
れ
る
こ
と
に
で
も
な
っ
た

ら
と
思
う
と
、
多
少
の
異
常

が
あ
っ
て
も
、
病
院
に
い
く

の
が
恐
ろ
し
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
手
術
で
乳
房
を

切
除
さ
れ
る
の
が
怖
い
の
で

す
。
現
在
の
手
術
療
法
が
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

Ａ

乳
が
ん
の
手
術
は
進
歩
し

て

い
ま
す
。
最
近
の
手
術
法

は
病
気
の
進
行
度
に
も
よ
る

が
、
美
容
的
に
も
形
が
整
う

よ
う
に
こ
こ
ろ
か
け
て
い
ま

す
。
ま
た
早
期

の
乳

が
ん
で

は
、
乳
房
そ
の
も
の
を
残
し
、

病
巣
部
の
み
を
切
除
す
る
こ

と
も
可
能
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
検
診
に
よ
っ
て
早
期
に



さ
が
２
セ
ン
チ
以
下
で
、
わ
き

の
下
の
リ
ン
パ
節
の
転
移
の
な

い
、
い
わ
ゆ
る
旱
期
乳
が
ん
で

は
、
手
術
後
の
５
年
生
存
率
は

８９
％
、
１０
年
生
存
率
は
８０
％
で

早
期
の
乳
が
ん
が
よ
く
治
る
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
早
期
の
乳
が
ん

を
発
見
す
る
た
め
に
も
、
定
期

的
な
自
己
チ
ェ
ヨ
ク
は
も
ち
ろ

ん
、
少
な
く
と
も
年
に
１
回
は

乳
が
ん
検
診
を
受
け
た
い
も
の

で
す
。

●乳がんの大きさと１０年生存率
乳腺のしこりの大部分は。

がんではありませ ん。

２０歳代のしこ りは線維楾

腫、３０～４０歳代には乳腺症

やのう腫が多くみられます。

しかし６０歳を過 ぎると、し

こ りの中の乳がんの割合：ま

高くなります。

大切なこ とは、しこりに

触れたら。それが良性の も

のか、がんによるものかを

自己判断せずに、医師の 診

断を受けるこ とです。

診
断
し
、
早
期
に
治
療
を
受

け
る
こ
と
が
、
手
術
に
よ
る

変
形
を
小

さ
う
す
る
最
も
重

要
な
こ
と
で
す
。

Ｑ

子
宮
が
ん
検
診
日
に
月
経

が
重

な
っ
て
し

ま

い
ま
し

た
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
し

Ａ

月
経
中
で
も
検
査
が
で
き

な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
月
経
に
よ
る
出
血
な

ど
で
、
検
査
結
果
が
わ
か
り

に
く
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

で
き
れ
ば
、
月
経
と
次
の
月

経
の
間
に
検
査
を
受
け
て

い

た
だ
く
の
が
よ
い
受
け
方
で
す
。

Ｑ

子
宮
が
ん
検
診
を
受
け
た

と
こ
ろ
、
要
精
検
の
結
果
が

き
ま
し
た
。
信
じ
ら
れ
な
い

の
で
他
の
病
院
で
も
う
一
度

検
査
を
受
け
よ
う
と
思
い
ま

す
が
。

Ａ

ま
ず
、
要
精
検
と
い
う
結

果
を
も
ら
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
「
わ
た
し
は
、
が
ん
だ
」

と
早
合
点
を
し
な
い
こ
と
。

こ
の
段
階
で
は
鯊
（
常
な
厶

と
い
う
に
は
疑
わ
し
い
と
こ

ろ
が
あ
る
の
で
詳
し
く
調
べ

て
み
よ
う
と
い
う
だ
け
で
、

が
ん
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
要

精
検
と
い
う
と
不
安
が
っ
の

り
、
心
配
に
な
る
の
は
わ
か

り
ま
す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ

て
安
心
で
き
る
結
果
が
出
る

ま
で
、
他
の
病
院
了
受
け
な

お
し
て
お
く
と
い
う
の
は
、

あ
ま
り
よ
い
方
法
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
信
頼
で
き
る
一
か

所
の
病
院
で
さ
ら
に
詳
し
い

検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

Ｑ

体
が
ん
検
診
に
痛
み
は
伴

い
ま
す
か

Ａ

人
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で

す
が
、
一
般
に
経
産
婦
の
方

に
は
痛
み
は
な
い
そ
う
で
す
。

た
だ
し
、
出
産
経
験
の
な
い

方
や
お
年
寄
り
の
方
で
、
痛

み
を
訴
え
る
方
も
い
ま
す
。

Ｑ

粘
膜
が
弱
く
、
荒
れ
や
す

い
の
で
す
が
子
宮
が
ん
検
診

を
受
け
て
も
大
丈
夫
で
し
ょ

う
か

Ａ

大
丈
夫
で
す
。
た
だ
し
、

お
年
寄
り
の
方
で
、
軽
い
出

血
が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
は
老
人
性
腟
炎

に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
多

い
の
で
そ
ち
ら
の
治
療
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。



交母だより

佐 井 村

交通安全毋の会

総

会

を

終

え

て

会
長
松

谷

三

枝

先
日
は
、
私
た
ち
交
通
安
全

母
の
会
会
員
は
も
と
よ
り
、
村

民
の
み
な
さ
ん
の
念
願
で
あ
り

ま
し
た
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
の

日
三
千
囗
」
が
、
村
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
に
達
成

さ
れ
、
本
当
に
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

私
た
ち
佐
井
村
交
通
安
全
母

の
会
で
は
、
二
月
二
十
一
日
に

ア
ル
ザ
ス
で
「
平
成
四
年
度
定

時
総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
の
中
で
、
大
間
警
察
署

交
通
係
長
の
田
茂

さ
ん
か
ら
、

管
内
事
故
概
況
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
昨
年
は
、
大
間
警
察

署
管
内
で
百
三
十
件
近
く
の
交

通
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

佐
井
村
で
は
一
番
危
険
な
所
は
、

大
佐
井
仲
町
の
十
字
路
で
、
通

過
す
る
車
両
も
多
く
、
ま
た
駐

車
も
あ
り
、
人
身
事
故
や
物
損

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
、

観
光
客
の
車
も
入
っ
て
く
る
の

で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
バ
イ
ク
の
前
後
に
子

ど
も
を
乗
せ
て
走
っ
て
い
る
の

を
見
ま
す
が
、
そ
れ
は
違
反
で

と
て
も
危
険
で
す
。
バ
イ
ク
に

は
子
ど
も
を
乗
せ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
自
転
車
は
幼
児
は
い
い

け
ど
、
小
学
生
以
上
は
だ
め
で

す
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
他
市
町
村
の
交
通

安
全
母
の
会
の
人
だ
ち
と
、
研

修
交
流
会
を
や
っ
て
み
た
い
と

い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

「
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
」

と
い
わ
れ
、
母
の
会
の
活
動
目

標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
幼
児
・
高
齢
者
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
若
年
運
転
者
に
対

し
て
近
頃
家
庭
の
中
か
ら
の
声

＜おしらせ〉

４月６ 日 から１５日 ま

で、春の全国交通安全運

動 が行 われます。

街頭指導や新入学児童

下校時の安全歩行の手伝

いが始まります。みなさん

のご協力をお願いします。

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄 交通安全は家庭から

県内の交通事故概況
（平成４年） 青森県交涌対策協議会

（ ）内は前年。累計は１月から
平成 ４年春 の全国交 通安全 定動 （平 成 ４年 ４月 ６日～１５日）

★ 子 ど もと高 齢者 の交通事故 防止

運動 の重点 ★ シ ートベ ルトの正 しい着用 の徹 底

１１ｒ 違沾肛 重 の締 め 出 匚

シートベルト しめる心が 身を守る



が
、
と
て
も
弱
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
交
通
事
故
は
他
人
の

こ
と
で
は
な
く
、
明
日
は
我
が

身
で
す
。

今
、
三
千
五
百
日
の
目
標
に

向
か
っ
て
歩
み
始
め
ま
し
た
。

一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
を
守
り
、
交
通
事
故
の
な

い
明
る
い
村
づ
く
り
を
目
指
す

た
め
、
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご

協
力
を
も
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

∂；ひ こ の ３ つ（ヌ）

冽 ヤ）（ 包（

畜母さん、お父さん、子ども

と一緒口学校まで白道を、一度

ホい匸み匸ください。

横断歩道①渡り方や、危ない

謳所を教えこやつましよう。

シ ー ト ベ ル ト 着 用 推 進

キ ャ ン ペ ー ン ク イ ズ ／

【第１問】 シートベルトなしで自力

で耐えられる衝撃は時速何ｋｍの衡突？

①７ｋｍ／Ｈ ②２７ｋｍ／Ｈ ③４７ｋｍ／Ｈ

【第２問】 平成３年中における全国

の自動車乗車中の死者のうち、シート

ベ ルト を締め てい なかった人 は約

何％？

①４０％ ②６０％ ③８０％

【第３問】 自動車保険の搭乗者傷害

保険に加入している場合、シートベル

トを締めていると死亡保険金の額が割

増に

①なる ②ならない

【第４問】 シートベルトをしない場

合は、違反点数制度の対象に

①なる ②ならない

一賞 品一

・Ａコース ’９２Ｆ１日本グランプリ

自由席入場券 １００名

・ Ｂコース マ ルチディスクプ レー

ヤー ２０名

・Ｃコース パーソナルカラーテレビ

３０名

＜応募方法＞

官製はがきに、希望の賞品コース名、

クイズの答え、あなたの住所、氏名、

年齢、性別、電話番号、職業を明記の

うえ、〒１０６東京都港区西麻布３－２４

－２０交通安全教育センター内、剛日本

交通安全教育普及協会「シートベルト

着用推進キャンペーンクイズＪ Ｂイ系ま

でお送りください。

＜応募締切＞

平成４年４月３０日（木）

当日消印有効

※当選者の発表は、賞品の発送をもっ

て代えさせていただきます。

第２回

交
通
事
故
死
半
減
を
め
ざ
し
て

「
私

の

提

言

」
募

集

中

／

昨
年
（
平
成
三
年
）
に
実
施

し
ま
し
た
第
一
回
「
私
の
提
言
」

募
集
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
多

く
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

内
容
は
、
す
ぐ
に
実
行
で
き

る
提
言
、
政
府
に
対
す
る
具
体

的
な
要
望
・
提
案
、
交
通
シ
ス

テ
ム
に
対
す
る
改
善
や
提
案
等
、

身
近
な
提
言
か
ら
斬
新
な
ア
イ

デ
ア
ま
で
多
様
な
も
の
で
し
た
。

交
通
安
全
に
対
す
る
社
会
的

な
認
識
を
、
よ
り
深
め
て
頂
く

た
め
、
ま
た
、
悲
惨
な
交
通
事

故
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
に
、

今
年
も
一
般
市
民
の
立
場
か
ら

幅
広

い
提
言
を
募
集
し
ま
す
。

「
各
部
門
の
テ
ー
マ
」

・
自
由
部
門

課
題
は
自
由
に
選
択

・
課
題
部
門

「
交
通
事
故
か
ら
身
を
守
る

た
め
に
日
頃
心
か
け
て
い

▼
応
募
資
格

満
十
八
歳
（
平
成
四
年
三
月

三
十
一
日
現
在
）
以
上
の
個
人

で
国
籍
は
問
わ
な
い
。

▼
応
募
規
程

一
枚
目
に
左
記
の
十
二
項
目

を
必
ず
書
き
入

れ
る
こ
と
。

①
題
名
②
応
募
部
門
③
提
言

要
旨
（
二
百
字
以
内
）
①
郵
便

番
号
③
住
所
（
フ
リ
ガ
ナ
）
⑥

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
⑦
電
話
番

号
⑧
生
年
月
日
⑤
性
別
⑩
職
業

③
こ
の
企
画
を
何
で
知
っ
た
か

（
具
体
的
に
）
⑩
免
許
証
の
有

無
と
種
類

▼
応
募
形
式

形
式
は
問
わ
な
い
が
、
本
文

五
平
字
以
内
で
、
ワ
ー
プ
ロ
原

稿
可
。

▼
応
募
締
切

平
成
四
年
五
月
十
日

（
当
日
消
印
有
効
）

▼
応
募
作
品
の
送
付
先

〒
一
〇
〇
－

九
一

東
京
中
央
郵
便
局
止

二
父
通
事
故
死
半
減
を
め
ざ
し

て
「
私
の
提
言
」
。
事
務
局

公
○
三
（
三
二
三
〇
）
四
三
六
八
’



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

Ｓ ０１７７－２３－２３７９

確
定
申
告
が
間
違
っ
て
い
た
と
き
は

．税
額

を

多

く

’申

告

し

て

い
た

と

き
・

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後

で
、
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い

た
こ
と
に
気
付

い
た
と
き
は
、

「
更
正
の
請
求
」
を
し
て
正
し

い
税
額
に
訂
正
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

．税
額
を
少
な
く

’申
告
し
て
い
た
と
き

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後

で
、
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て

い
た
こ
と
に
気
付
い
た
と
き
は
、

「
修
正
申
告
」
を
し
て
正
し
い

税
額
に
修
正

し
て
く
だ
さ
い
。

、確

定
申

告

を

’忘

れ
て

い

た
と

き

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
に
、
申
告
書
の
提
出

を
忘
れ
て
い
た
と
き
は
、
た
だ

ち
に
確
定
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務

相
談
室
や
税
務
署
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

領収書や契約書と

⑩ 淋 ）図
印
紙
税
が
か
か
る
文
書
に
は
、

領
収
書
や
借
用
証
書
、
不
動
産

売
買
契
約
書
の
ほ
か
、
請
負
契

約
書
、
手
形
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

印
紙
税
を
納
付
し
な
か
っ
た

場
合
に
は
、
そ
の
納
付
し
な
か

っ
た
印
紙
税
額
の
三
倍
に
相
当

す
る
過
怠
税
を
徴
収
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
忘

れ
ず

に
収
入
印
紙
を
は
り
納
付
し
ま

平成４年度納期一覧表
四

月

か

ら

保

険

料

が

変

わ

り

ま

す

第
一
号
被
保
険
者
が
納
付
す

る
任
意
加
入
被
保
険
者
が
納
付

す
る
国
民
年
金
の
保
険
料
が
、

平
成
四
年
四
月
分
か
ら

二

ヶ

月
＝
九
、
七
〇
〇
円
”
に
変
わ

り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
付
加
保
険
料
の
額

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
四
〇
〇

円
の
ま
ま
で
す
。

基
礎
年
金
の
支
払
い
に
要
す

る
費
用
は
、
み
な
さ
ん
の
負
担

す
る
保
険
料
、
各
被
用
者
年
金

制
度
か
ら
の
拠
出
金
、
国
庫
負

担
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
平

均
寿
命
の
伸
び
と
と
も
に
増
え

て
い
る
年
金
受
給
者
や
物
価
ス

ラ
イ
ド
に
よ
る
年
金
額
の
引
き

上
げ
に
よ
り
、
こ
の
費
用
が
年

４。３０Ｓ
固 定 資 産 税 （ １ 期 ）の

納 期 限 で す
Ｏ

＝納期内納付にご協力ください＝



年
増
加
し
て
い
る
た
め
の
措
置

で
す
。
保
険
料
は
安
く
、
年
金
額
は

多
い
に
こ
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
長
期
的
に
安
定
し
た

年
金
制
度
と
す
る
た
め
に
、
給

付
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り

な
が
ら
、
み
な
さ
ん
の
負
担
が

急
に
重
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、

段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

保
険
料

納
め
忘
れ
て

い
ま
せ
ん
か
り
‥

老

齢

福

祉

年

金

を

受

け

取

っ

た

ら

国
Ｅ一
年
・
一
証
書
贏

｀
」）
を
提
出
し
ま
し

き
っ

四
月
期
分
の
支
払
い
を
受
け

取
っ
た
ら
、
役
場
住
民
福
祉
課

国
民
年
金
の
係
に
、
国
民
年
金

証
書
を
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

牟

金

証
書
は
、
緑
色
の

手
帳
式
に
な
っ
て
い
ま
す
）

こ
れ
は
、
物
価
上
昇
に
伴
い

増
額
し
た
新
年
金
額
で
の
四
月

分
か
ら
七
月
分
ま
で
の
支
払
い

金
額
を
、
平
成
四
年
八
月
期
支

払
い
欄
に
記
入
す
る
た
め
で
す
。

証
書
の
提
出
を
忘
れ
て
い
る

と
、
八
月
期
支
払
い
分
の
受
け

取
り
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

平
成
三
年
度
国
民
年
金
保
険
料
は
、
忘
れ
ず
に

・
・
・
・
・

●
い

四
月
三
十
日
ま
で
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

俳
句
の
春
の
季
語
徇
一
つ
で
す
。

旅
の
途
中
で
死
ん
だ
ｔ

を
供
養
す

る
た
め
に
匸

き
そ

心
ｔ

を
わ
か

す
と
い
う
風
習
の
よ
う
で
す
。

秋
に
北
国
か
ら
渡
っ
て
き
た
雁

が
、
海
上
で
羽
を
休
め
る
た
め
に
、

く
わ
え
て
き
た
小
枝
を
海
岸
ま
で

き
て
捨
て
、
そ
し
て
、
春
に

ま
た
北
へ
向
か
っ
て
旅
立
つ

と
き
に
、
そ
の
枝
を
拾
っ
て

い
く
と
い
い
ま
す
。
雁
が
去

っ
た
あ
と
に
小
枝
が
取
り
残

さ
れ
て
い
る
の
は
、
途
中
で

死
ん
だ
り
捕
え
ら
れ
た
り
し

た
哀
れ
な
雁
の
も
の
た
と
い

う
こ
と
で
、
地
元
の
人
が
供
養
の

た
め
に
、
そ
の
小
枝
で
風
呂
を
わ

か
し
、
旅
の
人
に
ま
で
振
る
舞
っ

た
と
い
う
の
で
す
。

奥
州
外
ヶ
浜
に
こ
の
風
習
が
あ

っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
外
ヶ
浜

と
は
、
青
森
市
か
ら
陸
奥
湾
の
西

側
の
津
軽
半
島
を
海
沿
い
に
北
上

し
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
本
州
側
の
入

口
で
、「
青
函
ト
ン
ネ
ル
記
念
館
」

の
あ
る
竜
飛
崎
辺
り
ま
で
の
地
域

の
こ
と
で
す
。

で
も
、
い
ま
こ
の
辺
り
で
は
雁

風
呂
の
習
慣
は
な
く
、
雁
が
落
と

し
た
小
枝
を
見
る
こ
と
も
な
い
。口

マ
ン
チ
ッ
ク
な
文
芸
伝
説
”
（
青

森
県
百
科
事
典
）
の
よ
う
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
雁
の
長
い
旅
の

厳
し
さ
が
し
の
ば
れ
る
話
で
す
。

一
方
、
わ
た
し
た
ち
も
春
に
な

る
と
活
動
が
活
発
に
な
り
、
交
通

事
故
が
心
配
で
す
。
四
月
六
～
十

五
日
ま
で
、
恒
例
の
「
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
」
が
行
わ
れ

ま
す
。
今
年
の
重
点
目
標
は
、
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底
、

高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通
事

故
防
止
、
違
法
駐
車
の
締
め

出
し
で
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
も

歩
行
者
も
、
交
通
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。



イカの皮むき

滑り止めに

塩をつける

世
界
中
で
イ
カ
を
一
番
よ
く

食
べ
る
の
は
、
日
本
人
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

イ
カ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類

が
あ
り
ま
す
が
、
家
庭
料
理
に

使
わ
れ
る
の
は
ヤ
リ
イ
カ
、
ス

ミ
イ
カ
、
そ
し
て
「
す
る
め
」

の
材
料
に
す
る
ス
ル
メ
イ
カ
が

主
な
も
の
で
し
ょ
う
。
新
鮮
な

イ
カ
は
、
刺
身
に
し
て
も
焼
い

て
も
、
て
ん
ぷ
ら
に
し
て
も
お

い
し
い
も
の
で
す
が
、
や
っ
か

い
な
の
は
皮
む
き
で
す
。
ヌ
ル

ヌ
ル
し
て
、
て
こ
ず
り
ま
す
。

イ
カ
の
皮
は
四
腦
あ
り
ま
す

が
、
む
く
の
は
上
層
の
表
皮
で

す
。
丁
寧
に
む
く
と
き
は
、
そ

の
下
に
あ
る
薄
皮
も
取
り
ま
す
。

イ
カ
を
開
い
て
皮
を
む
く
の

で
す
が
、
俗
に
「
え
ん
ぺ
ら
」

と
い
わ
れ
る
三
角
の
帽
子
の
部

分
を
、
引
き
ち
ぎ
る
よ
う
に
し

て
胴
体
か
ら
は
が
し
ま
す
。
そ

の
と
き
、
胴
の
皮
が
一
緒
に
つ

い
て
き
ま
す
か
ら
、
そ
こ
か
ら

一
気
に
皮
を
む
き
ま
す
。
こ
の

と
き
、
滑
り
止
め
と
し
て
指
先

に
塩
を
つ
け
る
と
、
む
き
や
す

い
で
し
ょ
う
。

皮
が
残
っ
た
と
き
は
、
乾
い

た
ふ
き
ん
で
っ
ま
む
よ
う
と
し

て
む
き
取
り
ま
す
。
薄
皮
は
、

表
皮
の
厚
い
皮
を
む
い
た
後
に

ナ
イ
ロ
ン

ー
ネ
ッ
ト
に
丸
め
て

こ
す
る
と
楽
に
取
れ
ま
す
。
特

に
、
て
ん
ぷ
ら
に
す
る
と
き
に

は
、
薄
皮
が
残
っ
て
い
る
と
油

が
飛
ん
で
困
り
ま
す
か
ら
、
丁

寧
に
取
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

イ
カ
を
焼
く
と
き
は
、
ク
ル

ク
ル
と
丸
く
縮
ま
っ
て
困
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
焼
く

前
に
、
イ
カ
の
表
と
裏
に
包
丁

で
切
れ
目
を
入
れ
る
の
が
丸
ま

ら
な
い
コ
ツ
で
す
。
適
当
に
入

れ
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

イ
カ
の
皮
の
三
層
目
は
繊
維

が
横
に
、
四
層
目
は
縦
に
通
っ

て
い
ま
す
。
織
維
に
必
ず
切
れ

目
が
入
る
よ
う
に
「
格
子
型
」

に
縦
と
横
の
二
方
向
か
ら
包
丁

を
入
れ
ま
す
。
こ
う
す
れ
ば
、

繊
維
が
切
れ
て
イ
カ
は
丸
ま
ら

ず
、
食
べ
や
す
く
な
り
ま
す
。

佐 井 村 結 婚 祝 金

支 給 要 綱 の

一 部 を 改 正

支給要件のうち「結婚披露宴は、

集会施設の設置及び管理に関する条

例に定める施設を利用し会費制で行

い、その会費は８千円以内としたと

き」の文章中「８千円以内」を「１

万円以内」に改正し、平成４年４月

１日から施行します。

申請など詳しいことは、佐井村教

育委員会までお問い合せください。

ａ（３８）４５０６

満１歳になります｀

中

村

海

成

ち
ゃ
ん

（
正
和
・
優
子
）
矢

越

田

名

部

哲

平

ち
ゃ
ん

（
二
郎
・
博
美
）
大
佐
井

戸籍の窓口
３月１３日現在

○お誕生おめでとう

館 脇 志 穂（健一）矢 越

柳 田 莉 歩（健吾）福 浦

宮 木 和 希（ 岳 ）大佐井

○おくやみ申し上げます

田 中 留 吉（いま）大佐井

新 田 さ ん（定敏）磯 谷

横 濱 稔（辰夫）大佐井

津 田 と よ（石雄）大佐井

岩清水 り よ（ 芳 ）古佐井

個人のプライバシーを尊重す

る意味で、載せてほしくない人

は、届出の際に係まで申し出て

ください。

２月２９日現在人口（前月比）

男 １，８３１（ ∠Ｌ）

女 １，８７２（＋２）

計 ３７０３（－２）

世帯数 １，１２５（＋１）
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